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近年、３次元形状データから直接造形物を製造する積層造形加工技術 (AM: Additive 

manufacturing)が注目され、特に金属材料の AM技術はアメリカ・ドイツを中心に開発・実用化が

すすみ、日本でも盛んに研究されている。一方で、造形物の品質向上には、AM に適した原料金

属粉末を利用することが重要である。AM用粉末には高純度かつ高い流動特性が求められるため、

一般にガスアトマイズ球状粉末が用いられることが多いが、歩留まりが悪く単位質量当りのコス

トが高いことが課題である。 

上記課題解決には、高真球度の粉末が得られる熱プラズマを用いたプラズマ球状化処理が有効

であり、低コスト・低品位の金属粉末から AM に適した金属粉末を製造することでコストの低減

が可能である。本研究では、水アトマイズ法で製造されたステンレス異形粉末に対して、プラズ

マ球状化処理を実施し、その処理粉末に対し顕微鏡による観察や表面物性計測、および流動性計

測を行い、粉末特性を評価した。その結果、Fig.１の SEM写真に示すようにプラズマ処理により

球状粉末の増加が観察され、Fig.２で示すようにプラズマへの投入電力の増加により粉末の流動エ

ネルギーの低減が確認された。これはプラズマ処理による球状粒子の増加が、粉末間摩擦を低減

し、流動特性が改善されたことによるものと考えられる。更に、断面 SEM観察での内部欠陥低減

および投入電力増加による粉末粒度分布変化も観測されており、発表ではこれらの結果も併せて

報告する。 

 

 

第66回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2019 東京工業大学 大岡山キャンパス)12a-W641-3 

© 2019年 応用物理学会 06-116 8.2


